












まとめ 

今回の統計調査では,各施設における年間分娩数を把握していなかったため,総分娩数に対

する胎児奇形の割合は算出していない。 

出生前診断の時期に関して,無脳児や Thana-tophoric dwarfism 等,生命予後の悪い

anom-aly に関しては,より早期の診断を啓蒙する必要がある。また,染色体異常は,母体の

高年齢など適応に CVS を用いることにより,より早期の診断が可能となる。 

胎児胸水,胎児腹水に関しては胎児穿刺が積極的に行われているが,治療成績に関しては,

引き続き個票調査を行い検討する必要がある。 

一方,胎児水腫に関しては症例数も多く,胎児治療が盛んに行われており,18.3%に良好な結

果が得られている。 

以上より,出生前診断に関しては,手技的にはより早期の診断が可能となっており,週数に

相当する胎児奇形の検索と,それに適した診断装置,手技のガイドラインの作成が可能な段

階にきている。 

一方,胎児治療に関しては,個票調査を中心にして,疾患別に治療成績を詳細に検討する必

要があると思われる。 


